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新型インフルエンザに注意！ 感染予防のために手洗い・うがいをしましょう。感染が
疑われる症状がある場合は発熱電話相談センター☎220-1151（市保健所）へ
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イベント名 日時

前女高音楽部
特別公演ミュージカル

「鎮魂華 Flowers of Requiem」プレ公演

12月12日㈯
午後４時

朗読　源氏物語
「物語と詩でつづる千年の恋」

12月19日㈯
午後１時

明寿大学・明寿大学同窓会
学習発表会（カラオケ大会）

12月26日㈯
午前10時

　本年度から高額医療・高額介護合算療養費制
度が始まりました。これは、同一の世帯におい
て医療保険と介護保険の自己負担額の合計が自
己負担限度額（右表のとおり）を超える場合に、
その超えた金額を支給するもの。対象期間は昨
年４月１日からことし７月31日までです。７
月31日現在の国民健康保険（国保）加入者の
うち、対象となる人には11月下旬から郵送で
通知しますので、次のとおり申請を。国保以外
の医療保険に加入している人は、加入している
医療保険者に問い合わせてください。
用意する物＝国民健康保険証、介護保険証、印鑑、
通帳など世帯主の口座番号が分かる物、対象期
間内に転入した人や国保以外に加入していた人
は自己負担額証明書
申し込み＝所定の申請書に記入し、市役所国民
健康保険課か各支所へ直接

＊1　70歳以上の人で負担割合が３割。
＊2　70歳未満の人で世帯員全員の合計所得が600万円以上。
＊3　＊1、＊2、＊4以外の世帯。
＊4　①70歳以上の人で〈Ⅱ〉世帯員全員が市民税非課税〈Ⅰ〉世帯員全
員が市民税非課税かつ世帯員全員の所得が各種収入から必要経費・控除
を差し引いた所得が０円になる世帯。②70歳未満の人で世帯員全員が
市民税非課税。

医療と介護の負担を軽減
該当者は申請を

　問い合わせは　国民健康保険課　☎898−6249
　　　　　　　　介護高齢課　☎898−6157

　中央公民館が前橋プラザ元気21に開館して２周
年。これを記念して、利用団体によるイベントを開
催します。
イベント名・日時＝右表のとおり
会場＝前橋プラザ元気21
対象＝一般、先着各400人
申し込み＝12月１日㈫から土日曜・祝日を除く執
務時間内に、前橋プラザ元気21内中央公民館（☎
210-2199）で整理券を配布

愛されて２周年
中央公民館で記念イベントを開催

年間の自己負担限度額

国民健康保険と介護保険の合計額

  70歳～74歳の人   70歳未満の人

現役並み所得者　
上位所得者　

  89万円（67万円） 168万円（126万円）

一般　   75万円（56万円）   89万円　（67万円）

低所得者　
Ⅱ   41万円（31万円）

  45万円　（34万円）
Ⅰ   25万円（19万円）

※（　）内は来年以降の額。

＊1

＊2

＊3

＊4

前女生の迫力あるステージ

源氏物語の世界に浸る

得意の曲を披露
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（単位：％）

区分 水道事業
会計 

下水道事業
会計 

農業共済事業
会計 

農業集落排水
事業特別会計 

平成20年度 資金不足額
なし 

資金不足額
なし 

資金不足額
なし 

資金不足額
なし 

経営健全化基準 各20.0

■資金不足比率表
●前橋市分

（単位：％）

区分 水道事業
会計 

農業共済事業
特別会計 

下水道事業
特別会計 

農業集落排水
事業特別会計 

平成20年度 資金不足額
なし 

資金不足額
なし 

資金不足額
なし 

資金不足額
なし 

経営健全化基準 各20.0

●旧富士見村分

（単位：％）

区分 実質赤字
比率 

連結実質赤字
比率 

実質公債費
比率 

将来負担
比率 

平成20年度 実質赤字額
なし 

連結実質赤字額
なし 13.2 130.7 

早期健全化基準 11.25 16.25 25.0 350.0 

財政再生基準 20.00 40.00 35.0 － 

■健全化判断比率表

＊平成20年度の健全化判断比率は、５月５日に前橋市と旧富士見村
が合併したため、両市村の数値を合わせて算定。

　平成19年度決算から、地方公共団体は健全化判断比
率、公営企業においては資金不足比率の公表が義務付
けられています。健全化判断比率のうち、いずれかが
早期健全化基準以上の場合は財政健全化計画を、財政
再生基準以上の場合は財政再生計画を、資金不足比率
が経営健全化基準以上の場合は経営健全化計画をそれ

ぞれ策定し、財政の健全化に取り組まなければなりま
せん。
　本市の状況は下表のとおり。いずれも基準を下回っ
ています。今後もさらに数値が改善されるよう、一層
の財政の健全化を図ります。

平成20年度の財政健全化判断比率など

　問い合わせは　財政課　☎898−6542

お知らせします

■実質赤字比率…一般会計などの実質的な赤字額が、標
準財政規模に対してどのくらいの割合になるのかを示
す指標。

　◦一般会計など…一般会計と簡易水道事業等特別会計
　◦標準財政規模…地方公共団体の標準的な一般財源を示すもの	

	 で、平成20年度決算は前橋市と旧富士見村の合算

■連結実質赤字比率…全会計の実質的な赤字額が、標準
財政規模に対してどのくらいの割合になるのかを示す
指標。

■実質公債費比率…一般会計などの公債費（借入金の返
済額）だけでなく、公営企業会計などの公債費に充て
るための繰出金などを含めた実質的な公債費が、標準
財政規模に対してどのくらいの割合になるのかを示す
指標。

■将来負担比率…一般会計などが抱える実質的な負債の
残高が、標準財政規模に対してどのくらいの割合にな
るのかを示す指標。
　◦実質的な負債…一般会計などの地方債現在高、公営企業債の

うち一般会計などからの負担見込額、一般会計などが負担す
る見込みの職員退職手当支給予定額、土地開発公社などの負
担見込額など

■資金不足比率…各公営企業の資金不足額が、事業の規
模に対してどのくらいの割合になるのかを示す指標。

用語解説
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和やかな雰囲気で
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紙リサイクル庫設置場所
利用できる曜日

利用時間
月 火 水 木 金 土 日

亀泉清掃工場　 亀泉町265（☎269-1783）

○ ○ ○ ○ ○ × ×
午前８時30分～午後４時30分

大胡クリーンセンター 堀越町610（☎283-4924）
西部清掃事務所　 大渡町一丁目19-5（☎253-1009）

午前８時30分～午後５時15分
南部清掃事務所 六供町1420（☎221-0020）
児童文化センター 西片貝町五丁目7（☎224-2548） × × ○ ○ ○ ○ ○ 午前９時～午後４時
市民体育館 上佐鳥町460-1（☎265-0900） × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 午前９時～午後７時
南橘公民館 日輪寺町158（☎231-2376）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

午前９時～午後５時15分

桂萱公民館 上泉町141-3（☎261-0111）
上川淵公民館 後閑町35（☎265-0455）
下川淵公民館 鶴光路町701（☎265-0651）
城南公民館 二之宮町1320（☎268-2111）
芳賀公民館 鳥取町817（☎269-6724）
元総社公民館 元総社町三丁目1-1（☎251-2243）
大胡支所 堀越町1115（☎283-0111）

○ ○ ○ ○ ○ × ×

宮城支所 鼻毛石町1426-3（☎283-2131）
粕川支所 粕川町西田面216-1（☎285-4111）
総合福祉会館 日吉町二丁目17-10（☎237-0101）
水道局 岩神町三丁目13-15（☎898-3015）
前橋市役所 大手町二丁目12-１（☎898-6272）
前橋保健センター 朝日町三丁目36-17（☎220-5783）
永明公民館 小屋原町1857-3（☎266-5775）
東公民館 箱田町1642（☎251-2598）
大渡温水プール・トレーニングセンター 大渡町二丁目3-11（☎253-7811） ○ ○ ○ × ○ ○ ○
南消防署 西善町766-2（☎266-4374） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
東部共同調理場 荒子町1439-1（☎268-2911）

○ ○ ○ ○ ○ × × 午前９時～午後４時30分西部共同調理場 総社町総社2368-1（☎251-0041）
市立前橋高 上細井町2211-3（☎231-2738）

　古紙は種類ごとに分別してリサイクルすることで、さまざ
まな製品に生まれ変わります。ごみを減らす工夫や日々の生
活を見直すなど、できることから取り組みましょう。
■有価物集団回収に出す
　地域の自治会や子ども会などが実施団体となり、定期的に
古紙の回収を行っています。また、わが町リサイクル庫を設
置している地域も。まずは自分が住んでいる地域の有価物集
団回収に古紙を出すようにしましょう。
■紙リサイクル庫に持ち込む
　市内27カ所の市有施設に紙リサイクル庫を設置。有価物集
団回収が利用できない場合や古紙の置き場に困った時などに
利用してください。なお、設置場所や利用時間などは下表の
とおりです。

■古紙の種類
　古紙は、新聞紙・雑誌・段ボール・牛乳パック・雑古紙の
５区分で回収。特に雑古紙と呼ばれる、菓子の箱や封筒、メ
モ用紙などは身近なところにたくさんあります。これらを集
めると相当の量に。一人一人の毎日の積み重ねが、大きな成
果へとつながります。
■紙リサイクル10万人キャンペーン応募期限・有価物集団回
　収コンテストの対象期間終了近づく！
　９月から実施している紙リサイクル10万人キャンペーンは
11月30日㈪が締め切り。まだ、応募していない人は早めに
応募しましょう。また、有価物集団回収コンテストの対象期
間は12月31日㈭までです。この機会に、みんなで楽しみな
がら ｢リサイクル｣ に参加しましょう。

紙は大切な資源  捨てずに再利用を 　問い合わせは　リサイクル推進課　☎898−6272

　12月１日㈫から10日㈭まで、冬の県民交通安全運動を
実施。ことしは昨年に比べ死亡事故が激増していることか
ら緊急対策として交通安全の啓発活動を強化しています。
■高齢者の交通事故防止
　死亡事故の半数以上が高齢者です。高齢者自身が原因の
事故も多数発生。事故の多くは自宅付近で起きています。
家の近くでも気を抜かずにしっかり安全確認し、事故を防
止しましょう。
■夕暮れ時と夜間の交通事故防止
　日没が早いこの時季、歩行者は反射材を身に付けて自分
の存在を知らせましょう。自転車も早めのライト点灯を。
自動車はハイビームを活用して歩行者などの早期発見に努
めましょう。

■飲酒運転の根絶
　飲酒運転は重大事故を引き起こす大きな要因。一人一人
の意志で飲酒運転は絶対に根絶できます。
■すべての座席のシートベルトとチャイルドシートの正し
い着用の徹底

　車に乗るときはすべての席でシートベルトの着用を。ま
た、チャイルドシートは子どもの発育に応じて正しく使用
しましょう。

■優良運転者を表彰
　５年以上無事故・無違反の運転者を表彰します。詳しく
は前橋交通安全協会☎251-5415、前橋東交通安全協会☎
243-3231、大胡交通安全協会☎283-0233へ問い合わ
せてください。

ゆとりを持って安全運転

　問い合わせは　安全安心課　☎898−6263

※祝日や年末・年始、施設の事情などにより利用できない日があります。
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日時 講演名 講師 対象
11月25日㈬
午後１時～５時30分

脳科学特別講演会「脳科学最前線2009:
階層性と多様性の問題への挑戦」 脳科学分野の研究者 一般、先着300人

12月２日㈬
午前10時～午後０時15分

知的財産セミナー｢特許などの知的財産
権の戦略的保護と活用｣ 弁理士・羽鳥亘さん 企業関係者や大学などの教

職員や学生、先着40人
12月９日㈬
午後１時～４時15分

バス交通シンポジウム「群馬県における
バス交通の維持と再生を目指して」

交通ジャーナリスト・
鈴木文彦さんなど 一般、先着300人

〈
事
例
〉
５
年
前
、
電
話
で
勧
誘
さ
れ
、

行
政
書
士
の
資
格
取
得
用
教
材
を
契
約
。

内
容
が
難
し
く
勉
強
が
続
か
ず
、
資
格

は
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
支
払
い
は
ロ

ー
ン
で
１
年
前
に
完
済
。
先
日
職
場
に

電
話
が
あ
り
「
資
格
を
取
っ
て
い
な
い

の
で
契
約
は
継
続
。
解
約
す
る
に
は
教

材
を
買
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言

わ
れ
、
契
約
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ど

う
し
た
ら
い
い
で
す
か
。

〈
回
答
〉
資
格
商
法
の
２
次
被
害
で
す
。

５
年
前
の
契
約
は
終
了
し
て
い
る
の
で
、

新
し
い
契
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。「
受

講
義
務
が
あ
る
」「
退
会
に
は
手
数
料
が

必
要
」「
登
録
抹
消
に
は
お
金
が
必
要
」

な
ど
と
言
っ
て
勧
誘
し
ま
す
。
色
々
な

名
目
で
代
金
を
請
求
し
ま
す
が
、
新
し

い
契
約
を
さ
せ
る
の
が
目
的
で
す
。

　

個
人
情
報
が
流
れ
、
別
業
者
か
ら
勧

誘
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
強
引
な

勧
誘
や
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
に
惑
わ
さ
れ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
い
ま

い
な
返
事
を
せ
ず
、
き
っ
ぱ
り
と
断
り

ま
し
ょ
う
。

　

契
約
し
て
も
、
契
約
書
が
届
い
て
か

ら
８
日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
可

能
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
２
３
０
―
１
７
５
５

消費
者の

豆
知
識

豆
知
識

ロ
ー
ン
を
完
済
し
ま
し
た
が

契
約
は
ま
だ
続
い
て
る
の
？

　前橋工科大で３つの講演会などを開催します。
日時・講演名など＝下表のとおり
会場＝前橋工科大
申し込み＝開催日前日までに、ハガキ、ファクス（265-

3837）、Ｅメール（chiken@city.maebashi.gunma.jp）で。
住所・氏名・電話番号・希望講演名を明記し、〒371-
0816上佐鳥町460-1・前橋工科大（☎265-0111）へ

工科大で学ぶ最先端の情報

★日吉児童館　☎233-5122
日時＝12月12日㈯午後１時30分　
対象＝３歳～小６、先着120人　
内容＝パネルシアターなど　
申し込み＝11月21日㈯午前10時から同館へ直接
★朝倉児童館　☎265-1955
日時＝12月19日㈯午後１時30分
対象＝３歳～小６、先着120人
内容＝マジックショー、音楽会など　
申し込み＝12月１日㈫午前10時から同館へ直接
★大友児童館　☎251-1337
日時＝12月19日㈯午後２時
対象＝３歳～小６、先着120人
内容＝人形劇、楽器演奏など　
申し込み＝12月５日㈯午前10時30分から同館へ
直接
★下小出児童館　☎233-2622
日時＝12月19日㈯午後１時30分
対象＝３歳～小６、先着120人
内容＝劇、ハンドベル演奏など　
申し込み＝12月５日㈯午前10時30分から同館へ
直接
★粕川児童館　☎285-4000
日時＝12月12日㈯午後２時
対象＝３歳～小６、先着120人　
内容＝ミニコンサートなど
申し込み＝11月21日㈯午前10時から同館へ直接

★ふじみじどうかん　☎288-2898
日時＝12月21日㈪午前10時30分
対象＝０歳〜３歳の幼児とその保護者、先着20組
費用＝100円
内容＝読み聞かせ、歌など
申し込み＝12月１日㈫午前10時から同館へ直接
★じどうかんアリス　☎288-6736
日時＝①12月19日㈯②12月21日㈪、午前10時
30分
対象＝①は小学生、先着25人②は０歳〜３歳の幼
児とその保護者、先着15組
費用＝各100円
内容＝パネルシアター、ゲームなど
申し込み＝12月１日㈫午前10時から同館へ電話
か直接

児
童
館
の
ク
リ
ス
マ
ス
会

み
ん
な
で
参
加
し
よ
う
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地域と共に歩む前橋工科大

産
声
を
上
げ
た

地
域
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー

　

大
学
は
、
教
育
・
研
究
と
い
う
使
命
を
持
つ
ほ
か
、
最
近

で
は
第
３
の
使
命
と
し
て
地
域
貢
献
活
動
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
知
的
・
人
的
資
源
を
提
供
す
る
大
学
と
、
実
用
技
術

や
経
験
な
ど
の
資
源
を
提
供
す
る
地
域
や
企
業
が
互
い
に
連

携
す
る
こ
と
で
、
地
域
社
会
の
発
展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

前
橋
工
科
大
で
は
、
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
を
目
指
し
、

平
成
９
年
の
開
学
と
同
時
に
「
交
流
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し

ま
し
た
。
平
成
13
年
度
に
は
、
業
務
の
さ
ら
な
る
充
実
を
目

指
し
、「
地
域
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
」
と
名
称
を
変
更
。
以
後
、

企
業
や
団
体
と
連
携
協
定
を
締
結
し
発
展
を
続
け
、
こ
と
し

４
月
に
「
地
域
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
現
在
の
組
織

に
改
組
さ
れ
ま
し
た
。
業
務
の
３
本
柱
と
し
て
、「
地
域
貢
献

事
業
」、「
連
携
研
究
推
進
事
業
」、「
国
際
研
究
交
流
事
業
」
を

掲
げ
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
や
産
業
の
振
興
に
力
を
注
い
で

い
ま
す
。

よ
り
親
し
ま
れ
る

大
学
を
目
指
し
て

　

大
学
の
教
育
や
研
究
の
成
果
を
学
内
に
と
ど
め
る
こ
と
な

く
、
広
く
市
民
に
還
元
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
教
室
や
講

座
を
開
い
て
い
ま
す
。

�
こ
ど
も
科
学
実
験
教
室
…
毎
年
、
夏
休
み
期
間
に
小
中

学
生
を
対
象
に
開
催
。
子
ど
も
た
ち
の
理
科
離
れ
が
叫
ば
れ

て
い
る
中
、
実
験
や
体
験
を
通
し
て
科
学
に
対
す
る
関
心
を

深
め
、
面
白
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

�
高
校
生
対
象
出
前
講
座
…
各
高
校
へ
教
員
が
出
向
き
、

　近ごろ期待されている、大学の地域貢献活動。

前橋工科大では「地域連携推進センター」が窓口

となって地域や企業と連携し、地域社会のニー

ズに応えています。今回は同センターのさまざ

まな事業のうち、市民生活にかかわりの深い事

業にスポットを当て、取材をしてきました。

　担当は市民編集委員杉崎・古田島。

問い合わせは
	 前橋工科大　☎265−0111
	 まちなかキャンパスについては　商工会議所　☎234−5111

暮らしの中に大学の力を

大学大学
企業

地域地域

企業

暮らしの中に大学の力を
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今
回
の
取
材
で
、
大
学
の
地
域
貢
献

活
動
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
大

学
が
企
業
や
地
域
と
協
力
す
る
こ
と

で
、
地
域
の
力
を
引
き
出
し
、
活
性
化
に
つ
な
が
っ

て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
窓
口
を
担
う
地
域

連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
は
と
て
も
重
要
な
位
置
に
あ
り

ま
す
。
皆
さ
ん
も
一
度
、
前
橋
工
科
大
の
行
う
地
域

貢
献
活
動
に
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

後編
記集

　

大
学
は
敷
居
が
高
く
、
遠
い
存
在
だ
と
思
っ
て
し
ま
い
が

ち
で
す
が
、
実
は
と
て
も
身
近
な
と
こ
ろ
な
の
で
す
。
大
学

側
と
し
て
も
、
さ
ら
に
地
域
と
の
連
携
を
深
め
、
よ
り
近
い

存
在
に
な
れ
る
よ
う
、
今
後
も
積
極
的
に
活
動
し
て
い
き
た

い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

県
内
の
大
学
と
協
力
し

ま
ち
な
か
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に

　

商
工
会
議
所
と
連
携
し
て
、中
心
市
街
地
を
主
会
場
に
「
ま

ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
県
内
の
大
学

が
協
力
し
合
っ
て
講
師
を
派
遣
。
前
橋
工
科
大
の
教
員
も
講

座
を
持
っ
て
い
ま
す
。
先
日
講
座
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
が
、

と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参

加
す
る
と
中
心
商
店
街
の
加
盟
店
で
使
え
る
「
Ｑ
の
ま
ち
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
」
の
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す
。
講
座
を
受

け
て
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
、
お
得
に
買
い
物
を
す
る
。
ま
さ
に

地
域
に
貢
献
し
て
い
る
事
業
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
詳
し
く

は
商
工
会
議
所
へ
問
い
合
わ
せ
る
か
、
同
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w.m
aebashi-cci.or.jp/m

cci/

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に

空
き
地
の
活
用
を

　

同
大
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
進
め
る
た
め

の
研
究
も
行
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
六
供
・
松
並
木
地

区
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
始
め
た
そ
う

で
す
。
こ
の
事
業
は
、
地
区
内
の
空
き
地
を
オ
ー
プ
ン
ガ
ー

デ
ン
と
し
て
、
遊
休
農
地
を
市
民
農
園
と
し
て
市
民
に
提
供

し
活
用
し
よ
う
と
す
る
も
の
。
多
く
の
人
が
世
代
を
超
え
、

気
軽
に
触
れ
合
え
る
場
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
と
の
こ

主
に
大
学
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。
進
路
選
択
の
時
期
に
あ
る

高
校
生
が
、
同
大
で
研
究
し
て
い
る
学
問
を
通
じ
て
科
学
技

術
に
興
味
を
持
て
る
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

�
公
開
講
座
…
教
員
や
企
業
の
技
術
者
な
ど
が
講
師
と
な

り
開
催
。
最
先
端
の
科
学
技
術
な
ど
の
学
習
機
会
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

�
専
門
講
座
・
地
域
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
講
座
…
毎
年
、

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
専
門
知
識
を
学
ぶ
講
座
や
各
種
資
格
取
得

を
支
援
す
る
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
講
座
を
受
け
た
人
か
ら
は
、「
分
か
り
や
す
く
話

を
し
て
も
ら
っ
て
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
せ
た
。
今
後
も
続

け
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
声
を
多
く
い
た
だ
い
て
い
る
そ

う
で
す
。

と
で
し
た
。
現
在
は
試
験
的
な
取
り
組
み
の
段
階
で
す
が
、

年
明
け
か
ら
本
格
的
に
始
動
す
る
予
定
だ
そ
う
で
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
を
。
こ
の
事
業
に
、
よ
り
多
く
の
人
た
ち

が
参
加
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
生
み

出
す
力
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
後
に
注
目
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

公開講座で最先端技術を

大人気のこども科学実験教室

広々とした市民農園

楽しく農業を始めよう
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平
成
元
年
に
設
立
さ
れ
た
県
内
の
留
学

生
を
支
援
す
る
「
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
（
ギ
フ

ォ
ス
）
の
会
」
に
参
加
し
、
こ
と
し
で
20

年
。
現
在
代
表
を
務
め
、
留
学
生
の
生
活

の
支
援
や
悩
み
事
の
相
談
に
乗
っ
て
い
る
。

　
「
ア
ジ
ア
の
留
学
生
が
空
腹
の
た
め
に

パ
ン
を
万
引
き
し
た
と
い
う
新
聞
記
事
を

見
て
、
と
て
も
悲
し
く
な
り
ま
し
た
。
何

か
留
学
生
の
役
に
立
ち
た
い
と
考
え
、
群

馬
大
の
留
学
生
と
活
動
を
始
め
た
の
が
こ

の
会
に
携
わ
る
き
っ
か
け
で
し
た
」

　

会
の
名
前
は
、
県
内
の
留
学
生
を
支
援

す
る
「
群
馬
県
在
住
の
留
学
生
の
会
」
の

英
単
語
の
頭
文
字
か
ら
留
学
生
が
命
名
。

会
が
で
き
た
こ
ろ
の
留
学
生
は
、
苦
学
生

が
多
く
、
衣
食
住
す
べ
て
の
面
で
苦
労
を

し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
会
で
ア
パ
ー
ト

の
賃
貸
借
契
約
代
行
や
ア
ル
バ
イ
ト
探
し
、

寄
せ
ら
れ
た
食
器
な
ど
の
生
活
必
需
品
を

破
格
の
値
段
で
留
学
生
に
売
る
バ
ザ
ー
な

ど
を
行
い
支
援
。
し
か
し
今
は
、
物
質
的

に
豊
か
な
学
生
が
増
え
、
支
援
は
メ
ン
タ

ル
な
部
分
の
サ
ポ
ー
ト
が
中
心
に
。
こ
こ

が
縁
で
結
ば
れ
た
カ
ッ
プ
ル
も
多
い
。

　
「
こ
こ
は
人
と
人
の
つ
な
が
り
が
生
ま

れ
る
場
所
。
こ
こ
で
出
会
っ
た
人
が
家
族

や
子
ど
も
連
れ
で
訪
ね
て
き
ま
す
。
巣
立

っ
た
人
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
こ
は
群
馬
に

あ
る
家
な
ん
で
す
」

　

現
在
の
活
動
は
県
内
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
や
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に

赴
き
現
地
の
子
ど
も
た
ち
の
支
援
も
し
て

い
る
。

　
「
留
学
生
や
そ
の
家
族
が
現
地
で
協
力

を
し
て
く
れ
ま
す
。
協
力
し
な
が
ら
顔
が

見
え
る
援
助
を
し
た
い
ん
で
す
」

　

そ
の
温
か
い
心
で
、
ず
っ
と
留
学
生
と

子
ど
も
た
ち
を
包
み
込
ん
で
ほ
し
い
。

温
か
い
心
で
人
と
人
を
つ
な
げ
る

いきいき
まえばし

留学生や発展途上国の子どもを支援

苫米地　純子さん・60歳
富士見町原之郷

　

大
胡
中
は
、
北
校
舎
の
廊
下
の
窓
か

ら
は
赤
城
山
が
間
近
に
、
南
校
舎
３
階

の
教
室
か
ら
は
前
橋
全
体
が
見
え
る
場

所
に
あ
り
ま
す
。

　

本
校
の
伝
統
的
な
行
事
の
１
つ
に
、

体
育
大
会
で
踊
る
ソ
ー
ラ
ン
節
が
あ
り

ま
す
。
ソ
ー
ラ
ン
節
か
ら
始
ま
る
体
育

大
会
の
練
習
。
最
後
の
練
習
の
日
ま
で

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。。
本
番
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
競
技
で
個
人
・
ク
ラ
ス
が

競
い
合
い
ま
す
が
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
ソ

ー
ラ
ン
節
で
は
、
全
校
生
徒
の
総
勢
５

４
０
人
が
心
を
１
つ
に
し
て
踊
り
ま
す
。

踊
り
終
わ

っ
た
後
は

と
て
も
大

き
な
達
成

感
と
感
動

に
包
ま
れ

ま
す
。

　

ま
た
、

秋
に
は
校

内
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
す
。
音
楽
の
授

業
は
も
ち
ろ
ん
、
朝
、
昼
、
放
課
後
と

１
日
を
通
し
て
練
習
。
歌
声
と
心
を
１

つ
に
し
て
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
作
り

出
し
ま
す
。
本
番
当
日
は
各
ク
ラ
ス
の

歌
声
が
体
育
館
中
に
響
き
渡
り
、
コ
ン

ク
ー
ル
の
後
は
、
ク
ラ
ス
が
よ
り
一
層

団
結
。
３
年
で
金
賞
を
獲
得
し
た
ク
ラ

ス
は
大
胡
地
区
の
文
化
祭
に
代
表
と
し

て
出
場
し
、
大
胡
中
生
の
美
し
い
歌
声

と
団
結
力
を
披
露
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
ま
だ
ま
だ
本
校
の

良
い
所
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
一
人
一
人
が
成
長
し
、
よ
り
団

結
力
を
高
め
、
良
い
所
を
伸
ば
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

伝
統
行
事
で
心
を
１
つ
に

生
徒
会
長　

斎
藤　

准
己
さ
ん

みんなで心を１つにして

大
胡
中

きれいな歌声を披露
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みんなの力作が勢ぞろい

　

11
月
１
日
、
粕
川
小
な
ど
で
粕
川
地
区
産
業
文
化
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。「
元
気
に
生
き
る　

活
力
あ
る
産
業
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
芸
能
発
表
、
作
品
展

示
な
ど
を
実
施
。
み
ん
な
で
楽
し
い
１
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ザ
ス
パ
戦
を
通
じ
て
市
民
交
流

　11月３日、グリーンドーム前橋で「消費者
新時代　消費者が主役」をテーマに、消費生
活展を開催しました。体験コーナーや悪質商
法防止の寸劇、クイズ、試食など催しが盛り
だくさん。自ら考え行動できる消費者になれ
るように、楽しみながら学びました。

　10月25日、正田醤油スタジアム群馬で
行われたザスパ草津ホーム戦に合わせて
サンクス前橋デーを開催。試合を盛り上
げるイベントなどが行われ、多くの市民
やサポーターで埋め尽くされた会場は、
まさにザスパ一色の１日となりました。

　マンドリンのまち前橋・朔太郎音楽祭2009
を10月24日・25日に開催しました。中心市街地
などでのミニコンサートや、市民文化会館での
コンクールや演奏会では美しい音色が奏でられ、
訪れた人々を魅了しました。

自ら考えられる消費者へ

美しい音色が来場者を魅了



INFORMATION
前
橋
総
合
運
動
公
園
―
―
―
―
―
―

□
水
泳

期
日
＝
来
年
１
月
18
日
〜
３
月
18

日
の
月
・
水
・
木
・
金
の
各
コ
ー
ス

８
回

コ
ー
ス
・
時
間
・
定
員
・
費
用
＝
上

表
の
と
お
り

対
象
＝
ク
ロ
ー
ル
で
25
㍍
泳
げ
な
い

人申
11
月
30
日
㈪
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
（
１
人
１
通
）。
受
講

コ
ー
ス
・
時
間
・
受
講
曜
日
（
第
２

希
望
ま
で
可
）・
住
所
・
氏
名
・
学

校
名
・
学
年
・
年
齢
・
泳
力
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
〒
３
７
９
│
２
１

０
７
荒
口
町
４
３
７
│
２
・
前
橋
総

合
運
動
公
園
「
水
泳
教
室
係
」（
☎

２
６
８
│
１
９
１
１
）
へ

市
民
体
育
館
―
―
―
―
―
―
―
―
―

□
合
気
道
講
習
会

日
時
＝
12
月
５
日
〜
27
日
の
土
日
曜

８
回
、
午
後
３
時
〜
５
時
（
日
曜
は

午
前
９
時
〜
11
時
）

対
象
＝
小
学
生
以
上

申
初
日
に
会
場
へ
直
接

問
市
民
合
気
会
・
新
木
さ
ん
☎
２
２

１
│
３
９
５
０
へ

そ
の
他
の
施
設
―
―
―
―
―
―
―
―

□
サ
イ
ク
リ
ン
グ

日
時
＝
11
月
29
日
㈰
午
前
９
時
、
Ｊ

Ｒ
前
橋
駅
南
口
集
合

コ
ー
ス
＝
Ｊ
Ｒ
前
橋
駅
南
口
〜
大
室

公
園

用
意
す
る
物
＝
昼
食
、
水
、
タ
オ
ル
、

帽
子
か
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
雨
具
な
ど

申
当
日
集
合
場
所
へ
直
接

問
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
・
狩
野
さ

ん
☎
２
２
４
│
２
７
７
３
へ

　

前
橋
テ
ル
サ
温
水
プ
ー
ル
で
冬
休

み
水
泳
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
12
月
23
日
㈬
〜
25
日
㈮
、
午

前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

会
場
＝
前
橋
テ
ル
サ
温
水
プ
ー
ル

対
象
＝
５
歳
〜
小
６
の
ク
ロ
ー
ル
で

25
㍍
泳
げ
な
い
人
、
先
着
20
人

費
用
＝
３
，
１
５
０
円

申
11
月
29
日
㈰
午
前
11
時
か
ら
同
プ

ー
ル
☎
２
３
５
│
７
１
０
４
へ

　

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る

法
律
で
定
め
ら
れ
た
、
前
橋
お
よ
び

富
士
見
農
業
振
興
地
域
整
備
の
う
ち

の
農
用
地
利
用
計
画
に
つ
い
て
、
４

月
に
受
け
付
け
た
農
振
除
外
の
個
別

申
し
出
（
一
般
除
外
）
に
よ
り
変
更

し
ま
す
。

□
縦
覧
・
意
見
書
の
提
出

　

計
画
変
更
に
つ
い
て
は
縦
覧
す
る

こ
と
が
で
き
、
市
内
在
住
の
人
は
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

日
時
＝
11
月
30
日
㈪
ま
で
の
執
務
時

間
内

会
場
＝
市
役
所
農
林
課
、
富
士
見
支

所□
異
議
の
申
し
出

　

計
画
を
変
更
す
る
農
用
地
区
域
内

に
あ
る
土
地
の
所
有
者
や
権
利
者
は

異
議
の
申
し
出
が
で
き
ま
す
。

日
時
＝
12
月
１
日
㈫
〜
15
日
㈫
の
執

務
時
間
内

申
し
出
先
＝
市
役
所
農
林
課
、
富
士

見
支
所

問
同
課
☎
８
９
８
│
６
７
０
２
、
同

支
所
☎
２
８
８
│
１
９
４
６
へ

教
室

ス
ポ
ー
ツ

泳
ぐ
っ
て
楽
し
い

テ
ル
サ
で
水
泳
教
室

農
業
振
興
地
域
の

計
画
変
更
を
縦
覧

農
林
業

けいこを通じて丈夫な体に

　粕川小には、「フジヤマのトビウオ」と称さ
れた日本オリンピック委員会（ＪＯＣ）元会
長、日本水泳連盟名誉会長・故古橋広之進さ
ん揮

き
毫
ごう
の石碑があります。これは昭和62年

に同小が全国学童水泳優秀校に表彰されたこ
とを記念して建立された物。本市には六供温
水プールをはじめ、冬でも泳げる施設が充実
しています。ぜひ、ご利用ください。

泳 心 一 路
冬でも水泳で健康づくりを

スポーツ大会情報スポーツ大会情報

●秋季ジュニアバレーボール（11月28日㈯、市民体育館）

●市内駅伝競争（12月13日㈰、前橋総合運動公園）

詳しくは市民体育館（☎265-0900）に問い合わ
せるか、本市ホームページをご覧ください。

前橋総合運動公園水泳教室
曜日

時間 月 水 木 金

午後０時30分～
１時40分

レディース（一般女性）、
30人、2,000円

一般、30人、
2,000円

午後２時～３時
10分

一般、30人、
2,000円

親子（３歳から年中の児童と親）、
15組、2,000円

高年者（50歳以上）、
各30人、各2,000円

午後３時30分～
４時40分 年長・小１、各30人、各1,000円

午後５時～６時10分 小学生、各40人、各1,000円
午後６時30分～
７時40分

一般、30人、
2,000円

※各抽選。施設使用料は実費負担です。

■人口/34万5,674人　■男：16万8,961人　■女：17万6,713人　■世帯/13万8,743世帯　■平成21年10月末日現在

広報まえばし　平成21年11月15日号 10



申＝申し込み　問＝問い合わせ

　

高
年
齢
者
の
社
会
参
加
の
実
現
を

目
的
に
支
援
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
①
〈
群
馬
県
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
つ
い
て
〉
12
月
２
日

㈬
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
②
〈
読
み

聞
か
せ
講
座
〉
12
月
10
日
㈭
午
前
10

時
〜
正
午
③
〈
国
際
協
力
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
つ
い
て
〉
12
月
11
日
㈮
午
前

10
時
〜
正
午
④
〈
草
な
ど
で
作
る
ク

ラ
フ
ト
〉
12
月
15
日
㈫
午
前
10
時
〜

正
午
⑤
〈
堆た
い
肥ひ

の
作
り
方
と
使
い
方
〉

12
月
17
日
㈭
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

会
場
＝
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
55
歳
以
上
、
先
着
各
20
人

申
①
は
11
月
25
日
㈬
②
は
12
月
３
日

㈭
③
は
12
月
４
日
㈮
④
は
12
月
８
日

㈫
⑤
は
12
月
10
日
㈭
ま
で
に
所
定
の

用
紙
に
記
入
し
、
県
長
寿
社
会
づ
く

り
財
団
（
新
前
橋
町
☎
２
５
５
│
６

４
０
０
）
へ
直
接

　

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
は
連
鎖
倒

産
を
防
ぐ
制
度
。
加
入
後
６
カ
月
を

過
ぎ
て
か
ら
、
取
引
先
が
倒
産
し
売

掛
金
な
ど
が
回
収
困
難
な
と
き
、
６

カ
月
以
内
に
請
求
す
れ
ば
貸
し
付
け

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
新
規
加

入
者
は
市
の
補
助
金
（
掛
け
金
の
１

カ
月
分
）
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

申
商
工
会
議
所
（
☎
２
３
４
│
５
１

１
１
）、
東
部
商
工
会
（
☎
２
８
３

│
２
４
２
２
）、富
士
見
商
工
会
（
☎

２
８
８
│
２
５
９
３
）、
中
小
企
業

団
体
中
央
会
（
☎
２
３
２
│
４
１
２

３
）、
市
内
金
融
機
関
へ
直
接

問
共
済
制
度
に
つ
い
て
は
中
小
企
業

基
盤
整
備
機
構
☎
０
５
０
│
５
５
４

１
│
７
１
７
１
、
市
の
補
助
金
に
つ

い
て
は
工
業
課
☎
２
１
０
│
２
２
７

４
へ

　

市
場
ま
つ
り
を
開
催
。
バ
ナ
ナ
の

模
擬
競
り
や
マ
グ
ロ
解
体
即
売
、
も

ち
つ
き
大
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。
だ

ん
べ
え
市
も
同
時
開
催
で
す
。

日
時
＝
11
月
22
日
㈰
午
前
９
時
〜
11

時会
場
＝
前
橋
総
合
卸
売
市
場
（
東
片

貝
町
）

問
同
市
場
☎
２
６
１
│
３
３
１
１
へ

□
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
＝
12
月
５
日
㈯
午
後
０
時
30
分

〜
１
時

内
容
＝
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
へ
の

い
ざ
な
い

□
カ
ル
チ
ャ
ー
サ
ロ
ン
講
座

講
座
名
・
期
日
＝
右
表
の
と
お
り

申
同
館
へ

　

中
央
通
り
ア
ー
ケ
ー
ド
で
、
旗
を

素
材
に
し
た
ア
ー
ト
作
品
の
展
覧
会

を
開
催
し
ま
す
。
市
内
の
中
学
生
が

共
同
で
、
幅
１
０
５
㌢
、
長
さ
１
８

０
㌢
の
旗
生
地
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
描

い
た
作
品
。
自
由
で
柔
軟
な
発
想
と

感
性
が
、
大
き
な
旗
い
っ
ぱ
い
に
描

か
れ
て
い
ま
す
。

期
間
＝
11
月
26
日
㈭
〜
来
年
１
月
26

日
㈫

会
場
＝
中
央
通
り
ア
ー
ケ
ー
ド

問
文
化
国
際
課
☎
８
９
８
│
６
５
２

２
へ

□
名
作
映
画
劇
場

日
時
＝
12
月
２
日
㈬
午
後
２
時

会
場
＝
総
合
教
育
プ
ラ
ザ

内
容
＝
「
可
愛
い
配
当
」（
ス
ペ
ン

サ
ー
・
ト
レ
イ
シ
ー
主
演
）

問
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
☎
２
３
０

│
９
０
９
４
へ

□
漢
詩
発
表
会

日
時
＝
11
月
29
日
㈰
午
後
２
時

会
場
＝
第
三
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
（
総
合
教
育
プ
ラ
ザ
内
）

内
容
＝
漢
詩
愛
好
者
に
よ
る
自
作
の

書
と
吟
詠
発
表

問
文
化
国
際
課
☎
８
９
８
│
５
８
２

５
へ

　近年、地球温暖化防止に向け、太陽光や
水力、風力などの自然エネルギーの有効活
用が望まれています。本市でも馬場川に発
電装置を設置して、小水力発電の可能性に
向けた実証実験を行うとともに、これがま
ちの活性化や環境保全意識の啓発向上など
につながることを期待しています。この機
会に地球温暖化防止への取り組みの必要性
を再認識していただき、今後とも、本市の
環境保全活動にお力添えをお願いします。

自然の力で
環境保全

（11月３日･小水力発電お披露目式）

22
日
は
市
場
に
集
ま
れ

試
食
や
即
売
を
開
催

社
会
で
生
か
そ
う

シ
ニ
ア
の
パ
ワ
ー

も
し
も
に
備
え
て

共
済
制
度
に
加
入
を

中
学
生
の
感
性
が

街
中
に
は
た
め
く

父
親
の
心
情
を
描
い
た

フ
ァ
ミ
リ
ー
ド
ラ
マ

商
工
業

カラフルな旗が街を彩ります

前橋テルサカルチャーサロン

講座名 期日

基本のビジネスマナー 12月１日㈫
親子で楽しく作ろう！クリスマスリース

12月５日㈯
年末に役立つ！パソコン内のチェックと大掃除術
インターネット活用術！お正月小物を作成しよう！ 12月12日㈯
※時間、対象、費用など、詳しくは前橋テルサに問い合
わせるか同館ホームページ（http://www.maebashi-terrsa.
co.jp）をご覧ください。

前橋けいりん

開 催 日
チャメット君

12/1～12/7（場外）

12/8～12/10

文　

化

前
橋
テ
ル
サ

☎
２
３
１
│
３
２
１
１

市
民
芸
術
文
化
祭

市
民
芸
術
文
化
祭

市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎224-111111

こんにちは
市長です



□
お
正
月
飾
り
を
つ
く
ろ
う

日
時
＝
12
月
26
日
㈯
午
後
１
時
〜
３

時
30
分

対
象
＝
小
学
生
（
小
３
以
下
は
保
護

者
同
伴
）、
20
人
（
抽
選
）。
12
月
10

日
㈭
午
後
１
時
に
公
開
抽
選

申
12
月
９
日
㈬
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
（
１
人
１
通
）。住
所
・

親
子
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
学
校

名
・
学
年
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

〒
３
７
１
│
０
０
１
３
西
片
貝
町
五

丁
目
７
・
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
「
お

正
月
飾
り
を
つ
く
ろ
う
」
係
へ

　

図
工
美
術
作
品
展
・
教
職
員
展
を

開
催
し
ま
す
。
市
内
の
幼
稚
園
児
や

小
中
特
別
支
援
学
校
生
の
ほ
か
、
教

職
員
の
作
品
も
展
示
。
日
ご
ろ
の
成

果
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
11
月
20
日
㈮
〜
25
日
㈬
午
前

10
時
〜
午
後
６
時
（
25
日
は
午
後
３

◆
国
民
健
康
保
険
税
第
５
期
＝
11
月

30
日
㈪
ま
で

□
子
ど
も
映
画
会

日
時
＝
11
月
28
日
㈯
午
後
１
時
30
分

内
容
＝
「
ぶ
ん
ぶ
く
ち
ゃ
が
ま
」「
源

吉
じ
い
さ
ん
と
子
ぎ
つ
ね
」

□
図
画
作
品
展

期
間
＝
12
月
３
日
㈭
〜
27
日
㈰

対
象
校
＝
桃
井
小
・
岩
神
小
・
下
川

淵
小
・
元
総
社
小
・
原
小
・
七
中
・

荒
砥
中

□
読
み
聞
か
せ
な
ど

日
時
＝
12
月
５
日
㈯
午
後
２
時

内
容
＝
紙
芝
居

時
ま
で
）

会
場
＝
市
民
文
化
会
館

問
学
校
教
育
課
☎
８
９
８
│
５
８
６

４
へ

　

成
人
祝
で
着
物
の
着
崩
れ
を
直
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
。
新
成
人
の

門
出
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
来
年
１
月
10
日
㈰
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
０
時
30
分

会
場
＝
グ
リ
ー
ン
ド
ー
ム
前
橋

対
象
＝
和
服
の
着
付
け
が
で
き
る
人
、

先
着
４
人

申
11
月
18
日
㈬
か
ら
青
少
年
課
☎
８

午
後
４
時
30
分

会
場
＝
教
育
研
究
所
別
館
（
粕
川
町

新
屋
）

申
同
室
☎
２
８
５
│
５
３
４
７
へ

９
８
│
５
８
７
４
へ

　
「
友
だ
ち
と
な
じ
め
な
い
」「
登
校
を

渋
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
わ
が
ま
ま
や

反
抗
的
な
態
度
が
気
に
な
る
」な
ど
、

子
育
て
の
と
ま
ど
い
や
不
安
に
つ
い

て
の
相
談
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

□
プ
ラ
ザ
相
談
室

日
時
＝
月
曜
〜
土
曜
、
午
前
９
時
〜

午
後
７
時
（
土
曜
は
午
後
５
時
ま
で
）

会
場
＝
総
合
教
育
プ
ラ
ザ

申
同
室
☎
２
３
０
│
９
０
９
０
へ

□
か
が
や
き
相
談
室

日
時
＝
月
曜
〜
金
曜
、
午
前
９
時
〜

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
２
２
４
│
２
５
４
８

晴
れ
着
の
着
崩
れ
直
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

園
児
か
ら
中
学
生
の

力
作
が
勢
ぞ
ろ
い

一
人
で
悩
ま
ず

気
軽
に
相
談
を

児　

童

青
少
年

税

時

で
）

へ

　12月１日㈫は世界エイズデー。今年のテーマ
は「Living　Together～いま、何をすれば良い
のか聴かせて？」です。これに合わせて、エイ
ズ啓発パネルやレッドリボンツリー（エイズで
苦しむ人々への理解と支援のシンボル）の展示、
学校で使用している教材・教具の紹介、パンフ
レットなどの配布を行い、エイズの理解と差別
や偏見の解消を呼び掛けます。
日時＝11月30日㈪・12月１日㈫、午後１時～４
時（１日は午前10時～午後３時）
会場＝前橋プラザ元気21・１階にぎわいホール
□HIV検査
　予約制でHIV検査を行っています。
日時＝水曜（祝日は除く）、午前９時～10時30
分（12月２日は午後１時30分～３時も実施）
問衛生検査課☎220-5779へ

□
火
災
予
防
啓
発
用
ス
テ
ッ
カ
ー

14
万
３
，
０
０
０
枚
＝
全
労
済
群

馬
県
本
部
か
ら
火
災
予
防
の
た
め

に
。

□
手
作
り
将
棋
セ
ッ
ト
10
組
＝
龍

蔵
寺
町
・
黒
岩
傅
次
郎
さ
ん
か
ら

高
齢
者
の
た
め
に
。

□
絵
本
43
冊
＝
県
自
動
車
整
備
振

興
会
前
橋
支
部
か
ら
こ
ど
も
図
書

館
へ
。

□
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
２
万
４

０
０
個
＝
農
林
中
央
金
庫
前
橋
事

務
所
か
ら
１
万
６
，
０
０
０
個
は

公
園
緑
化
の
た
め
に
、
４
，
４
０

０
個
は
市
内
幼
稚
園
・
小
中
特
別

支
援
学
校
な
ど
へ
。

寄
付

11
月
の
納
税

エイズを理解し差別をなくそう

群馬テレビ群馬テレビ
12月３日㈭午後９時から15分間

（再放送）12月12日㈯午前８時から

消費生活展
TONTONのまち前橋テー

マ

まえばし　　　　インフォメーション元気

広報まえばし　平成21年11月15日号 12



申＝申し込み　問＝問い合わせ

　
「
Ｌ
ｅ
ｔ
，
ｓ　
ｓ
ｈ
ａ
ｋ
ｅ　

ｈ

ａ
ｎ
ｄ
ｓ
〜
人
と
人
と
の
き
ず
な
」

を
開
催
。
介
護
に
関
す
る
講
演
会
や

介
護
技
術
体
験
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
11
月
23
日
㈪
午
前
10
時
〜
午

後
４
時

会
場
＝
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

（
新
前
橋
町
）

問
県
介
護
高
齢
課
☎
２
２
６
│
２
５

６
４
へ

　

お
も
ち
ゃ
の
図
書
館
で
ク
リ
ス
マ

ス
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
12
月
５
日
㈯
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

対
象
＝
発
達
が
気
に
な
る
子
と
そ
の

と
自
立
を
支
援
す
る
た
め
、
教
育
訓

練
給
付
金
を
支
給
。
指
定
の
教
育
訓

練
講
座
を
受
講
し
、
資
格
取
得
を
目

指
す
人
が
対
象
で
す
。
必
ず
受
講
開

始
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
＝
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
母

子
家
庭
の
母
親
。
①
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
を
受
け
て
い
る
か
、
同
様
の

所
得
水
準
に
あ
る
②
受
講
開
始
日
に

雇
用
保
険
法
に
よ
る
教
育
訓
練
給
付

の
受
給
資
格
が
な
い
③
過
去
に
給
付

金
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い

対
象
講
座
＝
医
療
事
務
講
座
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
雇
用
保
険
制
度
の

教
育
訓
練
給
付
の
指
定
の
対
象
と
な

る
講
座
な
ど

給
付
金
額
＝
費
用
の
１
０
０
分
の
40

の
金
額
（
８
，
０
０
０
円
以
下
は
支

給
し
ま
せ
ん
）。
限
度
額
は
20
万
円

問
こ
ど
も
課
☎
２
２
０
│
５
７
０
１

へ
　

本
年
度
も
地
域
歳
末
た
す
け
あ
い

家
族
な
ど
、
先
着
１
０
０
人

申
当
日
会
場
へ
直
接

問
社
会
福
祉
協
議
会
☎
２
３
７
│
１

１
１
２
へ

日
時
＝
12
月
20
日
㈰
午
後
１
時
〜
３

時会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

対
象
＝
小
６
以
下
の
母
子
・
父
子
家

庭
児
と
そ
の
保
護
者
、１
０
０
人
（
抽

選
）

費
用
＝
１
家
族
１
，
０
０
０
円

申
12
月
２
日
㈬
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ

で
。
住
所
・
氏
名
・
子
ど
も
の
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
〒
３
７
１
│

０
０
１
７
日
吉
町
二
丁
目
17
│
10
・

総
合
福
祉
会
館
内
市
母
子
寡
婦
会
（

☎
２
３
５
│
３
４
０
６
）
へ

　

母
子
家
庭
の
母
親
の
就
業
の
促
進

募
金
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。
寄
せ
ら

れ
た
浄
財
は
、
市
内
の
福
祉
施
設
な

ど
が
年
末
年
始
に
行
う
行
事
へ
の
助

成
や
身
近
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
活
動
事

業
に
活
用
さ
れ
、
地
域
福
祉
の
向
上

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

募
集
期
間
＝
12
月
18
日
㈮
ま
で

問
い
き
い
き
生
活
課
内
共
同
募
金
会

前
橋
市
支
会
☎
８
９
８
│
６
２
３
７

へ□
優
良
賃
貸
住
宅
の
入
居
者
募
集

　

県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
高
齢
者

向
け
優
良
賃
貸
住
宅
の
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
。

所
在
地
・
構
造
・
家
賃
＝
〈
ノ
・
メ

ゾ
ン
広
瀬
川
〉
千
代
田
町
二
丁
目
、

Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
地
上
10
階
地
下
１
階
建

て
・
１
Ｄ
Ｋ
、
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
10
万
４
，

７
５
０
円
〜
15
万
５
０
０
円

家
賃
助
成
＝
市
内
在
住
で
、
前
年
度

所
得
が
月
額
21
万
４
，
０
０
０
円
以

下
の
人
は
、
月
額
３
万
円
を
限
度
に

本
市
の
家
賃
補
助
を
交
付

入
居
対
象
＝
次
の
す
べ
て
を
満
た
す

人
。
①
60
歳
以
上
②
世
帯
の
収
入
か

ら
算
出
さ
れ
る
収
入
月
額
が
48
万
７
，

０
０
０
円
以
下
③
住
民
税
の
未
納
が

な
い
③
連
帯
保
証
人
と
身
元
引
受
人

（
同
じ
人
で
も
可
）
が
い
る

問
同
公
社
☎
２
２
３
│
５
８
１
１
へ

□
お
も
ち
ゃ
の
病
院

日
時
＝
①
11
月
22
日
㈰
②
11
月
28
日

㈯
③
12
月
６
日
㈰
、
午
前
10
時
〜
正

午会
場
＝
①
は
第
二
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
②

は
粕
川
児
童
館
③
は
大
胡
い
こ
い
の

家問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎
２
３

２
│
３
８
４
８
へ

□
か
ら
だ
に
お
い
し
い
食
講
座
〜
調

理
実
習
編

日
時
＝
12
月
16
日
㈬
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
１
時

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
一
般
、
先
着
30
人

費
用
＝
材
料
費

申
12
月
９
日
㈬
ま
で
に
健
康
増
進
課

☎
２
２
０
│
５
７
８
３
へ

　

生
活
習
慣
改
善
に
取
り
組
む
人
を

定
期
的
に
サ
ポ
ー
ト
。
体
脂
肪
・
血

圧
測
定
や
運
動
実
習
、
健
康
相
談
を

行
い
ま
す
。

日
時
＝
12
月
14
日
㈪
①
午
後
２
時
〜

４
時
②
午
後
６
時
〜
８
時

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
一
般
、
先
着
各
15
人

申
12
月
７
日
㈪
ま
で
に
健
康
増
進
課

☎
２
２
０
│
５
７
８
４
へ

　第４回定例市議会を次の
日程で開催。なお、12月１
日㈫に本市在住のバイオリ
ニスト成田達輝さん、16日
㈬に第二中吹奏楽部の議場
コンサートを午後０時30分
から開催します。
□本会議
日時＝12月１日㈫午後１時、
12月８日㈫午前10時、12月
９日㈬午前10時、12月16日
㈬午後１時
□総括質問
期日＝12月８日㈫、９日㈬
問議会事務局☎898-5923へ

□都市計画審議会
日時＝11月26日㈭午前10時
会場＝市役所11階南会議室
対象＝一般、先着10人
申当日午前９時30分～50分
に会場へ直接
問都市計画課☎898-6943へ

傍聴しませんか
第４回定例市議会

会議を公開します

調
理
の
実
習
で

食
事
の
適
量
を
知
ろ
う

健
康
サ
ポ
ー
ト
デ
ー
で

生
活
習
慣
の
改
善
を

母
子
家
庭
の
自
立
に

教
育
訓
練
給
付
金
を

介
護
の
仕
事
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催

お
も
ち
ゃ
の
図
書
館
で

楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

一
人
親
家
庭
対
象
の

親
子
ク
リ
ス
マ
ス
会

福　

祉

健　

康

ミ
ニ
情
報

市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎224-111113



内　　　　科 外　　科 婦人科 耳鼻科 眼　科

11　
　

月

23
日
㈪

すぐた医院ゆう子
キッズクリニック
（内児）
光が丘町
☎251-5622

せせらぎ病院附属
しらかわ診療所
（内）
上細井町
☎260-1116

小 野 内 科
クリニック
（内）
川原町
☎212-8852

長崎医院

（内）
住吉町二丁目
☎231-3274

岩崎外科医院

（外脳外）
六供町
☎223-7823

園田整形外科医院

（整）
総社町高井
☎255-0100

小澤医院

（産婦）
樋越町
☎283-2009

新前橋耳鼻
咽喉科医院
（耳鼻）
古市町一丁目
☎253-6170

ひまわり眼科

（眼）
青柳町
☎230-1230

29
日
㈰

いまいずみ小児科

（児）
本町一丁目
☎220-1333

沢 渡 内 科
循環器科医院
（内）
広瀬町三丁目
☎266-2112

まえはら内科

（内）
下小出町二丁目
☎212-7313

関内科医院

（内）
天川大島町一丁目
☎224-4680

こぶな整形
外 科 医 院
（整）
後閑町
☎261-7600

平井外科医院

（外）
大友町二丁目
☎251-5803

セキールレディース
ク リ ニ ッ ク
（産婦）
高崎市栄町
☎027-330-2200

耳鼻咽喉科
田 中 医 院
（耳鼻）
高崎市鍛冶町
☎027-322-2604

高山眼科駅前医院

（眼）
高崎市八島町
☎027-327-3366

12　
　

月

６
日
㈰

みどり小児科

（児）
嶺町

☎269-8885

春山医院

（内）
日吉町二丁目
☎233-1551

清宮医院

（内）
紅雲町二丁目
☎221-6518

土井内科医院

（内児）
野中町
☎261-7727

たけむら整形外科
ク リ ニ ッ ク
（整）
箱田町
☎212-3266

生方医院

（外内）
表町二丁目
☎224-2818

高山産婦人科医院

（産婦内）
箱田町
☎251-2621

竹 越 耳 鼻
咽喉科医院
（耳鼻）
住吉町一丁目
☎231-3658

羽鳥眼科

（眼）
天川町
☎243-3711

診療時間は午前９時～午後６時。市医師会の休日当番医がホームページで検索できます。
アドレスはhttp://maebashi.gunma.med.or.jp/、携帯電話の場合はhttp://maebashi.gunma.med.or.jp/i/です。

★夜間急病診療所　朝日町四丁目9-5　　☎243-5111　　★救急病院等案内　☎221-0099
　　　　　　　　　午後8時～午前0時　内科と小児科

歯　　科

日曜・祝日は歯科医師会休日診療所
岩神町二丁目19-9　☎237-3685　午前10時～正午、午後1時～3時

11月23日㈪＝堤接骨院（三俣町一丁目）☎232-2229、吉沢接骨院（大渡町一丁目）☎254-2113

11月29日㈰＝細野接骨院（南町三丁目）☎223-3355、真塩接骨院（西片貝町三丁目）☎223-1310

12月６日㈰＝相澤接骨院（荒子町）☎268-5000、大利根接骨院（下新田町）☎252-6701

薬局 日曜・祝日は市薬剤師会会営薬局　紅雲町一丁目2-15　☎223-8400　午前9時～午後6時

休

日

当

番

医

休
日
当
番

前橋市健康増進計画

健康まえばし21 健康まえばし21 

ゴボウのしゃきしゃきサラダ

作り方　
①ゴボウは皮をこそげ落とし４～５ｃｍのせん切りにして水にさらす。キュウリとニンジンも同じ長さのせん切

り、エノキダケは石づきを落として半分に切り、小房に分ける。

②ゴボウは、熱湯に酢を少量入れて固めにゆで、ニンジンとエノキダケはさっとゆで、よく水を切っておく。

③マヨネーズ、しょうゆ、白すりゴマをよく混ぜ合わせて、野菜をあえる。

１人分の栄養価

　エネルギー 84kcal たんぱく質 1.9g

　脂質 5.5g カルシウム 42mg

　鉄分 0.7mg 塩分 0.8g

材料（4人分）

ゴボウ………………………120ｇ

キュウリ……………………80ｇ

ニンジン……………………50ｇ

エノキダケ…………………50ｇ

マヨネーズ…………………大さじ２

しょうゆ……………………大さじ１

白すりゴマ…………………小さじ２

大人の握りこぶし大の加熱野菜を１日に５つ分食べるよ
うに心掛けましょう。この料理では１人当たり1つ分の野
菜を食べられます。

広報まえばし　平成21年11月15日号 14



発
行
・
前
橋
市
役
所

〒
３
７
１
│
８
６
０
１　

前
橋
市
大
手
町
二
丁
目
12
│
１　
　

編
集
・
政
策
部
市
政
発
信
課　

毎
月
１
日
・
15
日
発
行

電　
　

話　

２
２
４
│
１
１
１
１

フ
ァ
ク
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金子　月
つき

音
ね

ちゃん（２歳・朝日町一丁目）

金田　祥
しょう

ちゃん
（２歳・南町三丁

目）

戸部　
媛
え
玲
れ
菜
な
ちゃん

（２歳
・三俣

町三丁
目）

編集 こぼれ話

伊島　緋
ひ

文
ふみ

ちゃん（２歳・下大島町）

児嶋　駿
しゅん

太
た

ちゃん（２歳・天川原町二丁目）

金子　依
い

織
おり

ちゃん（２歳・朝日町一丁目）

すみれ会ゆうゆう

・第１水曜・第３火曜　・午後７時～９時
・岩神町三丁目公民館　・会員数７人
・代表者／奥野友子さん☎231-5420
　
　顔彩を使いカラフルな水墨画を描いています。やり
直しができないので筆遣いには神経を使いますね。自
分の服に絵柄を付けたりもするんですよ。

健康と幸せ願い
元気に奉納相撲

粕川町新屋

　10月24日、粕川町新屋では新屋薬師様祭典を開
催。毎年奉納されている子ども相撲に約20人が参加
し、年齢別に真剣勝負が繰り広げられました。白熱
した取組に、見守る大人たちからは拍手と歓声が。
勝負が終わればみんな仲良し。勝っても負けても景
品が渡され、楽しくうれしい１日を過ごしました。

自慢の作品が
ずらりと並ぶ

六供町

　六供町では11月１日から３日まで、六供町公民館
で文化祭が行われました。ことしで16回目となる、
毎年恒例の行事。地区のみんなの魂が込もった陶芸
や写真、絵画などが一堂に展示されました。１日に
は子どもたちによるおはやしも。世代を問わず日ご
ろの活動を存分に披露した３日間となりました。

　まちかど通信で六供町の文
化祭を取材。展示作品を生き
生きと解説する姿を見て、趣
味を持つことの大切さを感じ
ました。そういうわたしは、
音楽や絵画、読書など、趣味
が多くてどれも中途半端にな
ってしまいます。１つに絞る
ことも必要かな。（高）

表紙の案内

　55回目の誕生日─。
11月１日、るなぱあ
く開園55周年記念式
典を開催しました。
市民なら誰でも遊ん
だことのある日本一
懐かしい遊園地。み
んなで誕生日を祝い
ました。




